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1. はじめに 
2026 年 3 月 5 日、OpenAI は最新の大規模言語モデル「GPT-5.4」をリリースした[1]。同社

はこれを「プロフェッショナル業務向けに最も能力の高い効率的なモデル」と位置づけてい

る[2]。100 万トークンのコンテキストウィンドウ、ハルシネーション（事実と異なる出力）

の 33%削減、ネイティブなコンピュータ操作能力といった新機能は、知財業務における生

成 AI 活用に大きなインパクトを与える可能性がある。本稿では、GPT-5.4 の主要機能を整

理した上で、特許明細書作成、先行技術調査・FTO 分析、特許翻訳、およびフロンティア

モデル間の競争環境という 4 つの観点から、知財業務への影響を分析する。 

2. GPT-5.4の主要スペックと知財業務への関連性 

2.1 提供形態 

GPT-5.4 は 2 つのバリアントで提供される[1][3]。ChatGPT 上では GPT-5.4 Thinking として

利用可能であり、深い推論と多段階の問題解決に最適化されている。ユーザーが推論の途中

で方向を変更できる「思考プラン」機能が新たに追加された[1][4][7]。もう一つの GPT-5.4 

Pro は、より多くの計算資源を投入して複雑なタスクで最高性能を発揮するバリアントで、

ChatGPT Pro（$200/月）および Enterprise ユーザー向けに提供される[1][29]。API ではモデ

ル名 gpt-5.4 および gpt-5.4-pro として利用でき、最大 1M トークンのコンテキストウィン

ドウをサポートする。API 価格は gpt-5.4 が入力$2.50/出力$15.00、gpt-5.4-pro が入力$30/

出力$180（いずれも 100 万トークンあたり）である[12]。なお、いずれのバリアントも無料
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ユーザーには提供されていない。 

2.2 知財業務に関連する主要能力 

知財専門家にとって最も注目すべきスペックは以下の通りである。まず、1,048,576 トーク

ン（約 75 万語）のコンテキストウィンドウにより、特許ファミリー全体、審査経過情報、

技術仕様書を 1 回のプロンプトに収容でき、出力上限は 128K トークンである[1][32]。次に、

ネイティブなコンピュータ操作能力は OSWorld-Verified ベンチマークで 75.0%を達成し、

人間の専門家による基準值 72.4%を上回った[1]。これにより、特許データベースやウェブイ

ンターフェースの自律的な操作が可能となる。また、ハルシネーション率の 33%削減（個

別の事実主張ベース）および応答全体のエラー率 18%削減は、特許業務に不可欠な正確性

の向上に直結する[1][2]。さらに、Tool Search 機能は必要なツール定義のみを動的にロード

し、複雑なマルチツールワークフローにおけるトークン消費を 47%削減する[1]。 

表 1 に、GPT-5.2 からの改善を示すベンチマーク比較を示す。 

ベンチマーク GPT-5.4 GPT-5.2 改善幅 出典 

GDPval（専門職業務） 83.0% 70.9% +12.1pts [1] 

OSWorld（PC 操作） 75.0% 47.3% +27.7pts [1] 

BigLaw Bench（法務） 91.0% 89.8% +1.2pts [10] 

投資銀行業務 87.3% 68.4% +18.9pts [1] 

ハルシネーション率 −33% （基準） −33% [1][2] 
表 1: GPT-5.4 と GPT-5.2 のベンチマーク比較 

3. 特許明細書作成への影響 

3.1 GPT-5シリーズによる明細書作成の実績 

GPT-5.4 の特許明細書作成能力を評価する上で、先行モデルでの検証結果が重要な参考と

なる。2025 年 11 月、Patentext 社の特許実務家 Alexander Flake 氏は、GPT-5 を用いて架

空の「磁気テッセレーション傘」の特許明細書を作成する実験を行った[8]。独立請求項は 5



GPT-5.4と知財業務への影響分析 

- 3 - 

段階評価で 2.0、従属請求項は 2.5、詳細な説明は 3.5、要約は 4.0 という結果であった[8]。

独立請求項では過度に狭い文言、不自然な構造、不要な限定が見られ、従属請求項では構造

的妥当性はあるものの冗長性が指摘された。 

米国弁護士協会（ABA）の専門誌『Landslide』2025 年冬号も同様の結論に達しており、

GPT が生成した要約書は多くの場合そのまま使用可能だが、特許請求項については必要な

精密さと新規性が欠如しており、弁理士が一から書く方が効率的な場合が多いと指摘してい

る[9]。 

3.2 GPT-5.4による改善と残る課題 

GPT-5.4 のハルシネーション 33%削減、指示追従能力の向上、推論能力の強化は、要約書

および明細書の詳細な説明をより実用的な初稿品質に近づけると考えられる。Harvey 社の

Applied Research 責任者 Niko Grupen 氏は、OpenAI 公式発表ページにおいて「GPT-5.4

はドキュメント集約型の法務業務に新たな基準を設定した」とし、複雑な取引分析の構造

化、長文契約書における正確性の維持において優れていると評価した[1][10]。 

しかし、請求項作成における根本的な課題は依然として残る。適切な権利範囲の選択、審査

段階での拒絶理由を予見した記載、有意義な保護を確保する従属請求項の設計など、対審的

な法的思考を要する部分は現在のモデル性能では対応が困難であり、人間の専門家による監

督が不可欠である[8][9]。 

3.3 拒絶理由通知への対応 

100 万トークンのコンテキストウィンドウと推論能力の向上の組み合わせは、意見書作成に

おいて特に有望である。審査経過全体、審査官の拒絶理由通知、引用先行技術、および明細

書を 1 つのコンテキストウィンドウに収容できるため、より整合性のある論拠の構築が可

能となる[1][2]。 

4. 先行技術調査・FTO分析への影響 
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4.1 コンテキストウィンドウの拡大がもたらす変革 

100 万トークンのコンテキストウィンドウは、先行技術調査と IP ランドスケープ分析の在

り方を根本的に変える。従来のモデルでは 1 回のやり取りで分析可能な特許文献が数件に

限られていたが、GPT-5.4 では数百件の文献を同時に処理可能となり、ランドスケープレ

ベルの分析、大規模な先行技術セットにわたるクレーム単位の比較、包括的な FTO 評価を

1 回のプロンプトで実行できる[1][32]。 

4.2 コンピュータ操作によるデータベース自動化 

FTO 分析においては、GPT-5.4 のネイティブコンピュータ操作能力が特に重要である。

Espacenet、Google Patents、J-PlatPat などの特許データベースを自律的に操作し、検索イ

ンターフェースを介した文献抽出、製品特徴と請求項のマッピングを自動化できる可能性が

ある[31]。OSWorld-Verified で人間の専門家基準を超よ 75.0%を達成した事実は、実用レベ

ルでの自動化が視野に入ったことを示している[1]。 

4.3 AI特許ツールへの統合 

GPT-5.4 を最も早く統合すると見られる AI 知財プラットフォームとしては、OpenAI・

Anthropic・Google 各社とエンタープライズ API パートナーシップを持つ Cypris[16]、2026

年 3 月に$25M を調達し Azure 経由の OpenAI モデルを 400 以上の法律事務所に提供する

DeepIP[17]、エンドツーエンドの特許 AI 分析で高評価を得る Patlytics、既に OpenAI API と

連携する ClaimMaster が挙げられる。PatSnap の Eureka プラットフォームや Clarivate の

Derwent Innovation は、独自データベースによる検索・分析で引き続き優位性を持ちつ

つ、GPT-5.4 の推論能力を生成コンポーネントとして活用することでさらなる価値向上が

期待される。ただし、リリースから 48 時間時点では、GPT-5.4 の正式な統合を発表したベ

ンダーはない。 

5. 特許翻訳への影響 
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5.1 ハルシネーション削減の翻訳品質への寄与 

世界第 3 位の特許出願大国である日本にとって、日英特許翻訳は極めて重要な市場であ

る。Human Science 社の検証では、従来の ChatGPT モデルが日英特許翻訳において

DeepL を上回る BLEU スコアを達成しており[25]、GPT-5.4 のハルシネーション 33%削減

は、翻訳における最も危険な障害モード——自信を持って出力される誤った技術用語——に

直接対処するものである[1][2]。 

100 万トークンのコンテキストウィンドウは翻訳ワークフローに変革をもたらす。特許ファ

ミリー全体を 1 回のやり取りで処理することで、関連出願間の用語一貫性を維持できる—

—文献を分割して翻訳する際の永続的な課題である。また、最大 1,024 万ピクセルのフルレ

ゾリューション画像処理により、特許図面と本文を同時に分析でき、図面参照記載の翻訳精

度が向上する[1]。 

5.2 日本語処理の課題と専門モデルとの比較 

ただし、ITmedia の報道によれば、GPT-5.3 Instant は「日本語などの非英語圏ではトーン

が不自然になる」制限事項が残っていた[7]。GPT-5.4 固有の日本語ベンチマークは公開され

ていない。2026 年のアジア言語ペアで最高評価を得ている専門翻訳モデル Qwen-MT 

(Turbo)[26]や、約 3 億 5 千万の日英パラレル特許文対を収録する訓練コーパス JaParaPat[18]

に基づく専用モデルが、出願品質の翻訳では依然として優位を保つ可能性がある。 

5.3 日本国内の AI知財エコシステム 

国内では、Tokkyo.Ai が既に ChatGPT API を活用した特許明細書作成サービスを提供して

おり、日本語入力から英語明細書の出力にも対応している[19]。AI Samurai は、弁理士法

上、AI 生成特許文書は弁理士の監督下で合法であることを経済産業省の確認を得ている。

日本弁理士会は、AI により特許調査・明細書作成の効率が 30%向上する可能性を推定して

おり、弁理士 1 人当たりの出願件数が 2003 年の 74.5 件から 2022 年には 24.7 件に減少し

ている現状を考えると、この効率化は極めて重要である[20]。 
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6. フロンティアモデル間の競争と知財業務への示唆 

6.1 3大モデルの位置づけ 

2026 年 3 月時点のフロンティアモデルは、GPT-5.4、Claude Opus 4.6（Anthropic、2026

年 2 月 4 日リリース）、Gemini 3.1 Pro（Google DeepMind、2026 年 2 月 19 日リリー

ス）の 3 強体制である[11][27]。知財業務においては、GPT-5.4 が Harvey の BigLaw Bench で

91.0%を獲得し、Claude Opus 4.6 の 90.2%をわずかに上回る[10][24]。Harvey 社によれば、

GPT-5.4 はリスク評価・コンプライアンス業務で満点を達成し、起案・ディール管理・訴

訟分析でも強力な性能を示した[10]。 

表 2 に主要モデルの比較を示す。 

評価項目 GPT-5.4 Opus 4.6 Gemini 3.1 出典 

BigLaw Bench 91.0% 90.2% 未公表 [10][24] 

コンテキスト 1.05M 200K (1Mβ) 2M [1][11] 

入力単価(/1M) $2.50 $5.00 $2.00 [1][12] 

出力単価(/1M) $15.00 $25.00 $12.00 [1][12] 

コーディング 77.2% 80.8% 80.6% [11] 

科学的推論 92.8% 91.3% 94.3% [11][27] 
表 2: 2026 年 3 月フロンティアモデル比較（知財関連指標） 

6.2 マルチモデル戦略の推奨 

GPT-5.4 は法務文書分析とコスト効率で優位性を持つ一方、Claude Opus 4.6 はコーディン

グ能力（特許分析ツール構築に有用）で最高スコアを達成しており、Anthropic の DoD 契

約拒否姿勢はプライバシー重視の IP 事務所にとって訴求力がある[6][13]。Gemini 3.1 Pro は

200 万トークンのコンテキストとネイティブ音声・動画入力による多様な先行技術分析で独

自の優位性を持ち、価格性能比で最も優れる[11][27]。知財業務の各場面に応じた最適モデルの

使い分け——ドキュメント分析に GPT-5.4、精密タスクに Claude Opus 4.6、科学技術分析

に Gemini 3.1 Pro——が現実的な戦略となる。 
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7. 日本の知財環境と AI活用の動向 

7.1 特許庁の AI活用計画 

特許庁（JPO）は「AI 技術の活用に向けたアクション・プラン」を推進しており、令和 7

年度改定版では、先行技術調査 AI の実用段階への移行と、特許審査への生成 AI 適用に関

する技術検証を進めている[21]。特許分類 AI およびコンセプト検索 AI は既に実運用されて

いる。 

7.2 AI発明と特許制度改革 

2024 年 5 月の DABUS 判決で、AI は現行法上発明者たり得ないことが確認されたが、特許

庁は 2026 年までの特許法改正を目指し、人間が課題を特定し AI が解決手段（例：化学

式）を生成するケースなどのエッジケースへの対応を検討している[22][23]。さらに、AI を用

いた大量の意匠出願によって正当なイノベーターの活動が妨げられることを防止する制度設

計も計画されている。GPT-5.4 の能力向上は、こうした制度改革の必要性をさらに高める

要因となる。 

7.3 日本メディアの反応 

GPT-5.4 のリリースは日本メディアでも 24 時間以内に広く報道された。ITmedia[7]、

Gizmodo Japan[13]、技術評論社（gihyo.jp）、一創[14]、TECH NOISY[28]等が詳細な分析記事

を掲載した。日本での報道は、文書作成・調査・表計算分析・法務文書整理といった実務用

途を重視し、GPT-5.4 を研究上のブレークスルーというよりもプロフェッショナル向け生

産性ツールとして位置づける傾向が見られた[7][28]。 

8. 結論と知財実務者への提言 
GPT-5.4 は、知財業務向け汎用基盤モデルとして現時点で最も強力であるが、人間の特許

専門知識を代替するものではない。知財分野への影響を変革的（Transformative）、漸進的

（Incremental）、限定的（Limited）の 3 段階で整理すると以下の通りである。 
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変革的影響: 100 万トークンコンテキストによるポートフォリオ規模の分析の実現、コンピ

ュータ操作によるデータベース自動化、および高容量ワークフローにおけるコスト効率

（Claude Opus 4.6 の半額の入力単価）[1][12]。 

漸進的改善: ハルシネーション 33%削減による明細書・翻訳品質の向上、推論強化による意

見書作成支援、Tool Search 機能によるトークン効率化[1][2]。 

限定的効果: 特許請求項の戦略的起案（権利範囲設計・フォールバック請求項構築）は依然

として人間の専門家に依存。出願品質の日英翻訳では専門モデルが優位を保つ可能性

[8][9][26]。 

知財実務者に対しては、業務場面に応じたマルチモデル戦略を推奨する。GPT-5.4 はドキ

ュメント集約型の分析と大量処理に、Claude Opus 4.6 は精密タスクやマルチエージェント

オーケストレーションに、Gemini 3.1 Pro は科学技術先行技術分析と予算重視のワークフロ

ーに、それぞれ最適である。最も重要な展開は個々のモデルの性能ではなく、これらの能力

が専用知財ツール（Patlytics、DeepIP、PatSnap 等）に統合される速度であり、GPT-5.4

のリリースはこの統合を今後数週間でさらに加速させるだろう。 

以上 
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